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5 月 8 日、赤十字創設者のアンリ―デュナン生誕に 

ちなんで制定された世界赤十字デーに、日本赤十字社の 

公式マスコットキャラクターが誕生しました。 

『苦しんでいる人を救いたい』という強い思いで、 

ハートランドの森からやってきました。今後、日赤の 

活動を皆さんに広く知っていただくために活躍しますので、 

ハートラちゃんをよろしくお願いします。 

 

 

 

 

ハートラちゃん 

 





第１ 活動資金の確保 
 

１ 社員制度（赤十字会員）の普及推進 

 個人社員数は、前年度に比して５．１％、２３，００３人の減少となり、 

法人社員数は、前年度に比して０．６％、１４社の減少となりました。 

 

区  分 平成２６年度 平成２５年度 増  減 

個人社員数 ４２６，４３７人 ４４９，４４０人 △２３，００３人 

法人社員数 ２，２９６社 ２，３１０社  △１４社 

合 計 ４２８，７３３人（社） ４５１，７５０人（社） △２３，０１７人（社） 

 

２ 活動資金（社費・寄付金） 

 社資収入は、前年度に比して４．９％、１５，５４７，００２円減の 

３０３，５４１，９０８円となりました。 

（１）社資（社費・寄付金）実績額一覧 

区  分 
平成２６年度実績額 

（A） 円 
平成２５年度実績額 

（B） 円 
増  減 

     円         

前年度比 

（A）/（B）％ 

地区分区扱 

(個人社資） 
２５７，４５３，６８０ ２６１，８０２，８３５ △４，３４９，１５５ ９８．３ 

支部扱   

(個人社資） 
９，８２４，３９９ １１，２１２，０５６ △１，３８７，６５７ ８７．６ 

口座引落 

(個人社資) 
３，７３０，０００ ４，００４，０００ △２７４，０００ ９３．２ 

クレジットカード 

決済（個人社資） 
１，１１２，５００ １，１５７，６７０ △４５，１７０ ９６．１ 

法人社資 ３０，９１２，９８４ ３１，２８２，０５８ △３６９，０７４ ９８．８ 

募金型    

自動販売機 
５０８，３４５ ５２４，６４４ △１６，２９９ ９６．９ 

海外救援金（地方

税法指定寄附金） 
― ９，１０５，６４７ △９，１０５，６４７ ― 

計 ３０３，５４１，９０８ ３１９，０８８，９１０ △１５，５４７，００２ ９５．１ 



３ 企業・団体とのパートナーシップ制度 

  赤十字活動資金への協力額に応じて、広告媒体の提供や社会貢献プレート

などを贈呈し、企業や団体の皆様とのパートナーシップによる活動資金の確

保に努めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会貢献プレート 

 

 

当支部ホームページで法人会員名を掲載 

 

 

 



第２ 広 報 活 動 

 

１ マスメディア等を活用した広報 

  新聞やテレビ等を活用して、赤十字活動への理解推進に努めました。 

平成26年4月18日 新潟日報朝刊折込「assh」に赤十字活動記事を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年5月26日 ＦＭ新潟「SOUND SPLASH」番組内で 

赤十字運動月間を広報 



２ 企業・団体とのパ-トナーシップによる広報 
   

サントリービバレッジサービス株式会社・コカコーライーストジャパン株式会

社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    募金型自動販売機 

 

 

３ インターネットを活用した広報 

   当支部ホームページにより、イベントや講習会の開催予定など最新情報

の提供を行いました。 

 

支部ホームページアドレス http://www.niigata.jrc.or.jp 

 

４ イベント・キャンペーンの実施と参加 

  

（１）赤十字ハートフル講座 

（２）第11回長岡赤十字病院 健康まつり 

 （３）長岡赤十字看護専門学校 むつみ祭 

 （４）第17回新潟市民健康福祉まつり 

（新潟市一日赤十字デー） 

 （５）第8回東区区民ふれあい祭 

http://www.niigata.jrc.or.jp/


（新潟市東区一日赤十字デー） 

 （６）秋葉区福祉健康フェスタ２０１４ 

（新潟市秋葉区一日赤十字デー） 

 （７）南区凧フェスティバル＆産業まつり 

（新潟市南区一日赤十字デー） 

 （８）西っ子ふゆまつり 

（新潟市西区一日赤十字デー） 

 （９）越後にしかわ時代激まつり 

（新潟市西蒲区一日赤十字デー） 

 （10）江南区一日赤十字デー 

 （11）ＦＭ ＰＯＲＴセーフティドライブ 

 スプリングキャンペーン＠メイワサンピア 

 

５ 広報媒体物の作成 

 （１）各世帯配布チラシ、自治会・町内会掲示用ポスター等の作成 

 （２）支部広報用グッズの作成 

 

６ 地区・分区・奉仕団が実施した広報活動 

 （１）一日赤十字デー・ミニ赤十字デー 

 （２）その他 

   防災訓練等の市町村行事に参加し奉仕

団や地区分区職員が赤十字活動を紹介

しました。（パンフレット配布、パネル

展示、炊き出し等） 

 



 

第３ 災 害 救 護 

 

１ 災害救護体制の強化と充実 

 （１）救護員の登録及び常備救護班の編成 

    ※ 詳細は、資料編：統計「救護員の登録及び常備救護班の編成」に掲載 

 

（２）救護員等の訓練・研修会 

ア 訓 練 

名 称 期日・開催地 参 加 者 内 容 

阿賀野川総合 

水防演習 

5 月 25 日 

阿賀野市 

救護班要員（救護班 1 班） 

災害対策本部要員 

阿賀野市赤十字奉仕団 

赤十字安全奉仕団五泉市分団 

医療救護訓練 

炊き出し訓練 

住民への応急

手当指導 等 

新潟県・新潟市 

総合防災訓練 

6 月 16 日 

新潟市 

救護班要員（救護班 1 班） 

災害対策本部要員 

医療救護訓練 

日本赤十字社新

潟県支部救護員

訓練 

7 月 16 日 

長岡市 

 

救護班要員（救護班主事） 

災害対策本部要員 

血液供給要員 

救護資機材の

使用方法 他 

長岡市 

総合防災訓練 

10 月 19 日 

長岡市 

長岡赤十字病院 DMAT 

災害対策本部要員 

長岡市赤十字奉仕団越路分団 

長岡アマチュア無線赤十字奉仕団 

医療救護訓練 

炊き出し訓練 

無線通信訓練 

新潟空港航空機

事故総合訓練 

10 月 15 日 

新潟市 

災害対策本部要員 医療救護訓練 

日本赤十字社第

2 ブロック支部 

合同救護訓練 

11 月 3 日～4日 

埼玉県さいたま市 

救護班要員（救護班 1 班） 

災害対策本部要員 

医療救護訓練 

新潟県 

原子力防災訓練 

11 月 11 日 

村上市 

救護班要員（救護班 1 班） 

災害対策本部要員 

医療救護訓練 

旅客船事故対策

訓練 

11 月 26 日 

新潟市 

救護班要員（救護班 1 班） 

災害対策本部要員 

医療救護訓練 

日本赤十字社新

潟県支部救護員

11 月 28 日～29 日 

新潟市 

救護班要員 

災害対策本部要員 

医療救護訓練 



訓練 赤十字防災ボランティア 

名 称 期日・開催地 参 加 者 内 容 

日本赤十字社第

2 ブロック先遣

隊要員訓練 

1 月 28 日～30 日 

群馬県前橋市 

災害対策本部要員 野営訓練 

救護資機材の

取り扱い等 

日本赤十字社第

2 ブロック被災

地支部運営訓練 

2 月 18 日 

千葉県 

 

災害対策本部要員 被災地を想定

した支部の運

営訓練 

イ 研修会 

名 称 期日・開催地 参 加 者 内 容 

日本赤十字社 

こころのケア指

導者養成研修会 

6 月 21 日～23 日 

東京都 

 

長岡赤十字病院職員１人 

 

 

第１回 

全国赤十字救護

班研修会 

7 月 5 日～7 日 

兵庫県 

 

長岡赤十字病院職員３人 

 

講義、実習、総

合シミュレー

ション他 

救護員としての

看護師養成研修 

7 月 15 日 

長岡市 

長岡赤十字病院職員３９人 講義、実習 

第２回 

全国赤十字救護

班研修会 

9 月 13 日～15 日 

東京都 

 

長岡赤十字病院職員５人 

日本赤十字社新潟県支部職員１人 

 

講義、実習、総

合シミュレー

ション他 

日本赤十字社 

原子力災害基礎

セミナー 

11 月 5 日 

東京都 

 

長岡赤十字病院職員１人 

 

原子力災害の

基礎知識 他 

第３回 

全国赤十字救護

班研修会 

11 月 22 日～24 日 

北海道 

 

長岡赤十字病院職員５人 

 

講義、実習、総

合シミュレー

ション他 

第４回 

全国赤十字救護

班研修会 

1 月 10 日～12 日 

東京都 

長岡赤十字病院職員４人 

 

講義、実習、総

合シミュレー

ション他 

第 1回 

日本赤十字社災

害医療コーディ

ネート研修会 

3 月 12 日～13 日 

東京都 

 

長岡赤十字病院１人 災害時の医療

コーディネー

ト 他 

  

（３）自主防災組織の活動支援 



   自治・町内会、コミュニティー協議会等で組織される「自主防災組織」 

の訓練にスタッフを派遣し、応急手当の指導や災害の講話等を行いました。 

区 分 実施地域数 参加者数 

平成 25 年度 ２１ ２，５００人 

平成 26 年度 ４２ ３，０４５人 

 

２ 災害救護装備・資機材の整備 

 （１）災害救護装備の整備 

※ 詳細は、資料編：統計「救護員の登録及び常備救護班の編成」に掲載 

 

３ 災害及び火災等の被災者への対応 

 （１）救援物資の備蓄と配分 

    ※ 詳細は、資料編：統計「救援物資備蓄状況」「救援物資交付状況」に掲載 

 （２）災害死亡者弔慰金の贈呈 

   弔慰金を、２０人のご遺族へ贈呈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４ 災害義援金の受付状況 

             （平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日） 

名 称 金   額 

７．９南木曽町豪雨災害義援金 

平成 26 年広島県大雨災害義援金 

平成 26 年徳島県台風 11 号・12 号災害義援金 

平成 26 年 8 月京都府・兵庫県丹波市豪雨災害義援金 

長野県神城断層地震災害義援金 

東日本大震災義援金 

１５７，８７６円  

２，０５３，２３９円  

７２，０６２円  

１３９，０１３円  

８０１，０７６円  

  ７，０３０，０７１円 

    

合     計 １０，２５３，３３７円  

 

 

第４ 赤 十 字 奉 仕 団 

 

県内７８団６，９６８人の赤十字奉仕団は、災害時における救護支援活動や

赤十字思想の普及など、赤十字の理想を達成するために必要な活動の推進を始

め、他団体と連携を図りながら地域に密着した福祉活動を展開してきました。 

※ 詳細は、資料編：統計「赤十字奉仕団結成状況」に掲載 

１ 奉仕団関係会議・研修会及び指導講師・職員の派遣 

 （１）本社・第 2ブロック・支部主催 会議・研修会 

   ア 赤十字奉仕団中央委員会、第 2ブロック奉仕団委員長会議 等 

イ 赤十字奉仕団支部委員会、奉仕団委員長・事務担当者会議 等 

   ウ 赤十字ボランティア・リーダーシップ研修会 等 

 （２）奉仕団主催 研修会 

   ア 赤十字ボランティア基礎研修会     ３５団 

   イ 支部見学研修会（来訪団数）       ８団 

 （３）上記にかかる指導者（指導講師・職員）の派遣 

   ア 派遣者数              約９０人(延べ) 

※ 詳細は、資料編：統計「奉仕団の育成関係会議・研修会」に掲載 

 

 



２ 赤十字防災ボランティアの育成と養成 

（１）第１回 防災ボランティア検討委員会 

   ア 期 日  ４月１９日（土） 

   イ 会 場  新潟市（新潟県赤十字会館） 

   ウ 参加者  赤十字防災ボランティア検討委員 ９人 

（２）第２回 防災ボランティア検討委員会 

   ア 期 日  １１月２８日（金）～２９日（土） 

   イ 会 場  新潟市（メイワサンピア） 

   ウ 参加者  赤十字防災ボランティア検討委員 ７人 

（３）防災ボランティア養成研修会 

   ア 期 日  １１月２９日（土） 

～３０日（日） 

   イ 会 場  新潟市（メイワサンピア） 

   ウ 参加者  奉仕団員２４人 

３ 奉仕団による子ども支援 

 子ども・若者育成支援推進法（平成２１年７月８日法律第７１号）の目的に

賛同し、子ども・若者の健やかな育成ができるよう、奉仕団が中心となって支

援活動を行いました。 

（１）せきじゅうじ 花絵アクション 

  ア 期 日  ５月３日（土） 

  イ 会 場  新発田市（花摘み）、新潟市・見附市（花絵制作） 

  ウ 参加者  奉仕団員 １４人 

エ 内 容  児童養護施設(２施設)に入所している児童と奉仕団が、 

県の花「チューリップ」を使った花絵の作製 

 

（２）せきじゅうじ 親子防災セミナー 

  ア 期 日  １０月１２日（日） 

  イ 会 場  小千谷市（小千谷震災ミュージアム そなえ館） 

  ウ 参加者  親子１０組２６人 奉仕団員 ９人 

  エ 内 容  親子と奉仕団が非常食づくりや赤十字防災かるた等を体

験 

（３）せきじゅうじ クリスマス会 

  ア 期 日  １２月６日（土） 

  イ 会 場  新潟市・見附市の児童養護施設 



  ウ 参加者  奉仕団員 ９人 

エ 内 容  児童養護施設(２施設)にクリスマスプレゼントの贈呈、 

入所している児童と奉仕団がクリスマスカードの作製 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５ 生命と健康を守る講習 

１ 講習会の開催 

 （１）救 急 法 

   病気やけがや災害から自分自身を守り、けが人や急病人（傷病者）を正

しく救助し、医師または救急隊員などに引き渡すまでの救命手当、応急手

当の知識・技術を普及しました。 

   企 画 

 

講習名 

支部・施設 地区・分区・奉仕団 団体依頼 合計 

回数 (受講者数) 回数 (受講者数) 回数 (受講者数) 回数 (受講者数) 

救急員養成 3 (69) 20 (267) 16 (645) 39 (981) 

基  礎 3 (69) 33 (361) 30 (984) 66 (1414) 



短  期 3 (190) 63 (4,966) 164 (6,077) 230 (11,233) 

資格継続研修 1 (46) 20 (315) 2 (20) 23 (381) 

合  計 10 (374) 136 (5,909) 212 (7,726) 358 (14,009) 

 

 

 

 



（２）水上安全法 

   水を活用して健康の増進を図るとともに、水の事故から尊い生命を守る

ための知識と技術を普及しました。 

   企 画 

講習名 

支部・施設 地区・分区・奉仕団 団体依頼 合計 

回数 (受講者数) 回数 (受講者数) 回数 (受講者数) 回数 (受講者数) 

救助員Ⅰ養成 0 ( 0 ) 1 (6) 0 ( 0 ) 1 (6) 

救助員Ⅱ養成 0 ( 0 ) 1 (3) 0 ( 0 ) 1 (3) 

短  期 0 ( 0 ) 1 (2) 9 (531) 10 (533) 

資格継続研修 2 (9) 0 (0) 0 ( 0 ) 2 (9) 

合  計 2 (9) 3 (11) 9 (531) 14 (551) 

 

 （３）健康生活支援講習 

   健やかな老年期を過ごすための健康維持・増進と、高齢者の自立をめざし

た介護の方法などの知識と技術の講習を普及しました。 

企 画 

 

講習名 

支  部 地区・分区、奉仕団 団体依頼 合  計 

回数 (受講者数) 回数 (受講者数) 回数 (受講者数) 回数 (受講者数) 

支 援 員 養 成 1 (9) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 (9) 

資格継続研修 1 (4) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 (4) 

短  期 0 ( 0 ) 17 (699) 3 (89) 20 (788) 

災 害 時 高 齢 者 

生 活 支 援 講 習 
0 (0) 3 (102) 1 (20) 4 (122) 

合  計 2 (13) 20 (801) 4 (109) 26 (923) 

 

 (４）幼児安全法 

  こどもに起こりやすい病気への対応と、事故の予防や応急手当などの知識 

 や技術の講習を普及しました。 

企 画 

 

講習名 

支  部 地区・分区、奉仕団 団体依頼 合  計 

回数 (受講者数) 回数 (受講者数) 回数 (受講者数) 回数 (受講者数) 

支援員養成 1 (30) 6 (34) 0 ( 0 ) 7 (64) 

資格継続研修 1 (16) 4 (14) 0 ( 0 ) 5 (30) 

短  期 0 ( 0 ) 7 (137) 44 (944) 51 (1,081) 

合  計 2 (46) 17 (185) 44 (944) 63 (1,175) 



 

２ 指導員等の育成 

区 分 研修会等名称 回 数（開催地） 参加者数 主催者 

救急法 講師研修会 １回（東京都） ２ 日赤本社 

水上安全法 

講師研修会 １回（東京都） １ 日赤本社 

指導員研修会 １回（新潟市） １１ 日赤新潟県支部 

健康生活支

援講習 

講師研修会 １回（東京都）    １ 日赤本社 

指導員研修会 １回（新潟市）   １５ 日赤新潟県支部 

幼児安全法 

講師研修会 １回（東京都） １ 日赤本社 

指導員研修会 １回（新潟市） ３４ 日赤新潟県支部 

救急法等指導員研修会 
４回（新潟市・長岡市・ 

上越市・佐渡市） 
１５９ 日赤新潟県支部 

 

３ 指導員の資格継続適正審査 

   救急法等の講習を指導する指導員は、認定証の有効期間（３年）ごとに

更新手続きを行います。この内、指導員資格更新３回目に達する指導員が、

日本赤十字社救急法等講習規則施行細則に基づいて、必要な審査を受ける

必要があります。 

   この制度は平成１８年度から導入されており、平成２６年度は救急法指

導員１４名を対象に資格継続適正審査を実施し、全員が資格を継続しまし

た。 

 

 



４ 講習イベント 

 （１）World First Aid Day ２０１４ 

９月７日（日）イオンモール新潟南を会場に、「救急の日」行事として、日

本赤十字社新潟県支部と新潟市消防局の共催イベント「救急の日２０１４」が

開催されました。新潟市消防局と共催で行う救急の日イベントは、２００９年

から始まり６年目を迎えました。会場では、県内の赤十字奉仕団と一体になり、

一般の方を対象にしたいざという時の応急手当、一次救命処置の方法及びＡＥ 

Ｄの使用法などの普及を行いました。 

 

 

（２）福祉・介護・健康フェア２０１４ 

１１月３日（月）、新潟日報・新潟県社会福祉協議会・新潟市社会福祉協議会

が主催した「福祉・介護・健康フェア２０１４」のイベントにおいて、福祉に

関する県民の理解と関心を高めること、福祉・健康の向上を目的として健康生

活支援講習などの技術を紹介しました。 

朱鷺メッセを会場に、「ハンドケア体験コーナー」や「キッズフォトコーナー」、

「災害通信指令車への乗車体験」などを通じて赤十字活動の理解・促進を行い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ アルビレックス新潟・新潟アルビレックス・ベースボール・ 

クラブとのパ-トナーシップによる講習会 
 

クラブの選手を対象としたＡＥＤ講習や県内の赤十字奉仕団と一体になって

サポーターを対象とした赤十字広報活動（含むＡＥＤ体験コーナー）などを実

施しました。 

 

 

第６ 国 際 活 動 

 

１ 日本赤十字社が実施する国際開発協力事業への参加 

対象国 事業内容 金額 

ベトナム 

沿岸地域の国土保全 

植林による災害対策自然環境

復元事業 

５００，０００円 

ケニア 

地域保健師及びボランティア

を軸とした住民ネットワーク

の強化等、保健医療サービスへ

のアクセスを向上させること

を目的とした保健衛生事業 

５００，０００円 

 

 

 

 



２ 海外救援金の受付状況（平成２６年４月１日～平成２７年３月３１日） 

名 称 金   額 

ＮＨＫ海外たすけあい 

シリア人道危機救援金 

イラク人道危機救援金 

シリア・イラク人道危機救援金 

ガザ人道危機救援金 

バルカン半島洪水救援金 

中国雲南省地震救援金 

2014 年西アフリカ エボラ出血熱救援金 

2015 年南太平洋サイクロン救援金 

海外無指定救援金 

  ８６６，９８８円  

９，０７４円  

１６３円 

７８６円 

１７，９７３円  

３，８７１円  

２３０円  

２０，７０４円  

 １１，０６０円  

  ３６，００３円  

合     計 ９６６，８５２円  

  ※「ＮＨＫ海外たすけあい」は１２月１日～１２月２５日まで、日本赤十

字社、日本放送協会（ＮＨＫ）、社会福祉法人ＮＨＫ厚生文化事業団との

共催で実施したものです。 

第７ 青 少 年 赤 十 字 

１ 青少年赤十字の支援 

 （１）出前授業等の実施 

   児童・生徒が赤十字の精神に基づき、世界の平和と人類の福祉に貢献で 

  きるよう、日常生活の中での実践活動を通じて、いのちと健康を大切にし、 

  地域社会、国家や世界のために奉仕し、世界の人々との友好親善の精神を 

  育成できるよう指導スタッフを派遣しました。 

   また、ＰＴＡ行事や保健体育の授業としてＡＥＤ研修を実施したほか、 

  中越大震災や東日本大震災での活動を踏まえた防災教育研修を行いました。 



（２）教材の配布 

  ア 青少年赤十字加盟校に、機関紙や 

  指導情報等の教材を配布しました。 

   また、東京学芸大学 渡邊正樹 教授や

気象庁監修、文部科学省協力のもと本社

が制作した教材、防災教育プログラム「ま

もるいのちひろめるぼうさい」を配布し

ました。 

    

 

 

 

 

 

 

イ 昔ながらの遊びを通じて、「防災・減災」について学び、いざという時に 

適切な行動がとれるようになることを目的に、「赤十字防災かるた」を作製 

しました。 

これは、新潟県支部が独自に作製し、新潟県内の青少年赤十字加盟校１年 

生に寄贈しました。子ども達が、繰り返し遊ぶことで、読み札の内容を覚え、 

身につくことを期待します。 

また、寄贈用のかるたの他に、「ジャンボかるた」も作製し、市町村や学 

校、保育園等への貸し出しを行いました。 

 

 

  

 

 



 

（３）資材の配布 

   青少年赤十字加盟校の新規登録する児童・生徒に対し青少年赤十字メン 

バー章を配布しました。 

 

 

２ プロスポーツチームとのパートナーシップによる活動支援 

   青少年赤十字加盟校・こども赤十字加盟園や、夏休み期間中に実施され

るトレーニング・センターへプロスポーツ選手の派遣を行い、ボール遊び、

動きづくりなど誰でも楽しめるスポーツクリニックを実施しました。 

 

３ その他 

 （１）青少年赤十字の普及と活性化 

   ア 本社・ブロック主催会議・研修会への参加 

   イ 支部嘱託指導講師による訪問活動 

   ウ 新潟県青少年赤十字指導者協議会への活動費助成 

   エ 定期的な情報提供やホームページの活用 

 （２）こども赤十字の普及と活性化 

   ア こども赤十字ネームプレートの贈呈 

     通園カバンにつけるネームプレートを、全園児に贈呈しました。 

   イ こども赤十字みらい文庫 絵本贈呈 

     園内文庫として絵本「くれよんのくろくん」を贈呈しました。 

 

 

 

 



第８ 交通安全帽交付事業 

 

児童を交通事故から守るとともに、地域、家族ぐるみの交通安全意識を啓発す

ることを目的に、小学校新入学児童に対して「黄色い交通安全帽」を交付しま

した。 

   

（１）交付数     約２０，０００個 

 

 （２）事業実施主体  新潟県交通安全帽交付事業協 

           議会 

   （新潟県、市町村、日赤県支部の三者で構成） 

 

 

第９ 医 療 事 業 

長岡赤十字病院においては、多様化する医療のニーズに対応しながら、地域

医療支援病院や救命救急センター・総合周産期母子医療センター・基幹災害拠

点病院等をはじめとする高度で専門的かつ安全・安心な医療の提供に努めてま

いりました。詳細については医療施設事業報告をご覧願います。 

 

第１０ 看 護 師 養 成 

 長岡赤十字看護専門学校においては、医療に対する国民のニーズが拡大・多

様化してきていることから、保健医療の分野で幅広く活躍できる資質の優れた

看護実践者を育成し、災害時の救護活動にも対応できる看護師を養成しました。 

 

 

学  年 １年生 ２年生 ３年生 計 

学生数(人) ４４ ４４ ４１ １２９ 



第１１ 血 液 事 業 

 

新潟県赤十字血液センターにおいては、「血液法」等の関係法令を遵守し、安

全な血液製剤の安定供給の確保及び献血者の安全確保に努めました。 

献血者数は、輸血による副作用軽減を目的として４００ｍL献血率の向上等に

取り組み、９３，３０１人（前年度比９５．７％）で４，２４２人の減少とな

り、効率的な事業運営を推進しました。 

また、血液製剤供給数は、３５５，７３６単位（前年度比１０３．６％）と

増加しましたが、医療機関からの要請には不足することなく安定的に供給する

ことができました。今後についても、一層効率的な事業運営に取り組んでまい

ります。  

 


